
一
〇

専
攻
学
科
目　

歯
学
・
免
疫
学
・
ワ
ク
チ
ン
学

生　

年　

月　

昭
和
二
八
年　

三
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
二
年　

三
月

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
歯
学
科
卒
業

同　

五
八
年
一
二
月

米
国
ア
ラ
バ
マ
大
学
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
校
医
学
系
大
学
院
博
士
課
程
修
了

同　

五
八
年
一
二
月 

Ph.D
.

（
米
国
ア
ラ
バ
マ
大
学
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
校
医
学
系
大
学
院
）

同　

六
一
年　

三
月

ド
イ
ツ
・
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
生
物
学
研
究
所
感
染
症
部
門
客
員
上
級
研
究
員

平
成　

三
年
一
〇
月

米
国
ア
ラ
バ
マ
大
学
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
校
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
教
授

同　
　

六
年
一
一
月

大
阪
大
学
微
生
物
病
研
究
所
教
授

同　

一
四
年　

四
月

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
教
授

同　

二
三
年　

四
月

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
長

同　

二
三
年　

四
月

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
国
際
粘
膜
ワ
ク
チ
ン
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
長

同　

二
八
年　

四
月

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
国
際
粘
膜
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
学
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授

同　

二
八
年　

四
月

日
本
学
術
振
興
会
学
術
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員

同　

三
〇
年　

四
月

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
粘
膜
免
疫
学
部
門
特
任
教
授

同　

三
〇
年　

六
月

東
京
大
学
名
誉
教
授

同　

三
〇
年　

七
月

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
医
学
部
特
任
教
授
（
現
在
に
至
る
）

令
和　

三
年
一
〇
月

千
葉
大
学
災
害
治
療
学
研
究
所
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
開
発
研
究
部
門
長
（
現
在
に
至
る
）

同　
　

四
年　

四
月

千
葉
大
学
未
来
医
療
教
育
研
究
機
構
・
医
学
部
附
属
病
院
ヒ
ト
粘
膜
ワ
ク
チ
ン
学
部
門
卓
越
教
授

（
現
在
に
至
る
）

同　
　

四
年
一
〇
月

千
葉
大
学
未
来
粘
膜
ワ
ク
チ
ン
研
究
開
発
シ
ナ
ジ
ー
拠
点
長
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

清き
よ　

野の　
　
　

宏ひ
ろ
し



一
一

Ph.D.
清
野　

宏
氏
の
「
齲
蝕
ワ
ク
チ
ン
の
研
究 

か
ら
始
ま
っ
た
粘
膜
免
疫
学
の
創
生
と
経
口
・

経
鼻
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
」
に
対
す
る
授
賞
審
査

要
旨

一
九
七
〇
年
代
、
歯
周
病
と
並
ん
で
、
口
腔
二
大
疾
患
の
一
つ
で
あ
っ
た
齲う

蝕し
ょ
く（
虫
歯
）
の
原
因
菌
と
し
てStreptococcus m

utans

が
同
定
さ
れ
た
。

清
野　

宏
氏
は
歯
学
部
卒
業
後
直
ち
に
渡
米
し
、S. m
utans

が
歯
面
に
付
着

す
る
為
に
必
要
な
グ
ル
コ
シ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
（G

TF

）
の
役
割
に
注

目
し
、
同
酵
素
欠
損
株
を
用
い
てG

TF

の
齲
蝕
病
原
性
因
子
の
実
証
に
寄
与

す
る
研
究
に
携
わ
っ
た
。
し
か
し
、
齲
蝕
はS. m

utans
の
単
独
感
染
で
は
な

く
、
多
数
の
口
腔
細
菌
に
よ
る
複
合
感
染
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
同

抗
原
を
使
っ
た
齲
蝕
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、S. 

m
utans

を
実
験
動
物
に
経
口
免
疫
し
た
と
こ
ろ
、
抗
原
特
異
的
に
唾
液IgA

と
血
清IgG

抗
体
が
誘
導
出
来
る
と
い
う
興
味
あ
る
研
究
成
果
を
得
た
。
こ

の
研
究
成
果
は
経
口
免
疫
に
よ
る
粘
膜
免
疫
誘
導
解
明
の
原
点
と
な
り
、
粘
膜

免
疫
学
の
創
生
に
繋
が
っ
た
。

当
時
、
腸
管
の
パ
イ
エ
ル
板
が
抗
原
特
異
的IgA

応
答
誘
導
の
場
で
あ
る

と
い
う
実
証
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
清
野
氏
は
酵
素
を
用
い
た
新

し
い
細
胞
分
離
法
を
開
発
し
、
パ
イ
エ
ル
板
に
抗
原
提
示
細
胞
が
存
在
す
る
こ

と
を
示
し
た
。
ま
た
、
Ｔ
細
胞
ク
ロ
ー
ン
技
術
を
導
入
し
、
経
口
免
疫
し
た
マ

ウ
ス
パ
イ
エ
ル
板
に
抗
原
特
異
的IgA

抗
体
応
答
を
誘
導
・
制
御
す
るIgA

ア
イ
ソ
タ
イ
プ
特
異
的Th

細
胞
が
存
在
す
る
事
も
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究

成
果
は
、
パ
イ
エ
ル
板
が
抗
原
特
異
的
免
疫
応
答
誘
導
の
場
で
あ
る
事
の
実
証

に
繋
が
っ
た
。

清
野
氏
は
、
パ
イ
エ
ル
板
上
皮
層
に
存
在
す
る
Ｍ
細
胞 （M

icrofold cell

） 

か
ら
の
抗
原
取
り
込
み
の
重
要
性
を
示
す
為
に
、
Ｍ
細
胞
特
異
的
モ
ノ
ク
ロ
ー

ル
抗
体N

K
M

16-2-4

を
樹
立
し
た
。
同
抗
体
と
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
類
毒
素
を
結

合
し
た
キ
メ
ラ
蛋
白
抗
原
を
作
製
し
、
経
口
投
与
す
る
と
、
そ
の
抗
原
が
Ｍ
細

胞
に
取
り
込
ま
れ
、
効
果
的
に
毒
素
特
異
的IgA

とIgG

中
和
抗
体
が
誘
導

出
来
る
事
を
示
し
た
。
同
氏
は
同
抗
体
を
使
っ
て
、
Ｍ
細
胞
が
腸
管
パ
イ
エ
ル

板
だ
け
で
は
な
く
、
絨
毛
上
皮
細
胞
層
に
も
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
れ

ら
の
成
果
は
、
Ｍ
細
胞
へ
の
抗
原
送
達
の
有
効
性
と
粘
膜
抗
原
取
り
込
み
機
構

の
多
様
性
を
示
し
、
経
口
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
理
論
的
背
景
構
築
に
繋
が
っ
た
。

清
野
氏
は
、
腸
管
粘
膜
免
疫
機
構
に
較
べ
て
未
解
明
で
あ
っ
た
呼
吸
器
粘
膜

免
疫
機
構
の
解
明
に
も
研
究
を
進
め
た
。
経
鼻
免
疫
の
標
的
と
な
る
鼻
咽
頭
関

連
リ
ン
パ
組
織
（nasopharyngeal-associated lym

phoid tissue: N
A

LT

）
は
、

腸
管
の
パ
イ
エ
ル
板
に
相
当
し
、N

A
LT

上
皮
細
胞
層
に
は
Ｍ
細
胞
が
存
在
す

る
。
同
氏
は
、N

A
LT

だ
け
で
は
な
く
、
腸
管
絨
毛
上
皮
に
相
当
す
る
鼻
腔
の



一
二

鼻
甲
介
上
皮
細
胞
層
に
も
Ｍ
細
胞
が
存
在
す
る
事
を
示
し
、
鼻
腔
の
免
疫
担
当

細
胞
の
構
成
と
誘
導
制
御
機
構
は
腸
管
と
類
似
し
て
い
る
事
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
経
鼻
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
戦
略
的
基
盤
を
構
築
し
た
。

更
に
清
野
氏
は
、
既
存
ワ
ク
チ
ン
の
冷
蔵
・
冷
凍
保
存
・
運
搬
と
い
う
コ
ー

ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
課
題
克
服
を
目
指
し
て
、
常
温
備
蓄
用
「
コ
メ
型
経
口
ワ
ク

チ
ンM

ucoR
ice

」
を
医
学
・
農
学
・
工
学
（
植
物
工
場
）
の
異
分
野
融
合
研

究
に
よ
り
確
立
し
た
。
重
篤
な
下
痢
症
を
引
き
起
こ
す
コ
レ
ラ
毒
素
の
Ｂ
サ
ブ

ユ
ニ
ッ
ト
抗
原
（C

TB

）
は
上
皮
細
胞
へ
の
結
合
に
必
須
だ
が
毒
性
が
な
い
事

に
着
目
し
、C

TB

を
発
現
す
るM

ucoR
ice-C

TB

を
作
出
し
た
。
三
年
間
常

温
保
存
し
たM

ucoR
ice-C

TB

を
経
口
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
実
験
動
物
に
投
与
す

る
と
、
パ
イ
エ
ル
板
Ｍ
細
胞
か
ら
取
り
込
ま
れ
、
毒
素
中
和
能
を
有
す
る
分
泌

型IgA

抗
体
が
誘
導
出
来
る
事
を
示
し
た
。
続
い
て
実
施
さ
れ
た
日
本
人
健

常
者
を
対
象
と
す
る
第
Ⅰ
相
臨
床
治
験
（
用
量
漸
増
試
験
）
で
は
、
抗
原
特
異

的
抗
体
を
誘
導
し
た
被
験
者
数
はM

ucoR
ice-C

TB

用
量
漸
増
と
共
に
上
昇

し
、
ヒ
ト
で
の
経
口
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
の
免
疫
原
性
を
示
し
た
。
更
に
、
人
種

多
様
性
の
あ
る
米
国
人
健
常
者
を
対
象
と
し
た
第
Ｉ
相
臨
床
治
験
を
実
施
し
、

そ
の
免
疫
原
性
と
安
全
性
を
確
認
し
た
。

更
に
清
野
氏
は
「
経
鼻
ワ
ク
チ
ン
」
の
具
現
化
に
向
け
て
、
上
気
道
粘
膜
上

皮
層
が
負
に
荷
電
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
マ
テ
リ
ア
ル
工
学
領
域
研
究
と

連
携
し
、
蛋
白
内
包
能
を
有
す
る
疎
水
化
高
分
子
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
置
換
プ
ル

ラ
ン
に
ア
ミ
ノ
基
を
付
加
し
た
「
カ
チ
オ
ン
化
ナ
ノ
ゲ
ル （cC

H
P

） 

」
を
バ
イ

オ
マ
テ
リ
ア
ル
工
学
と
の
融
合
研
究
に
よ
り
開
発
し
た
。cC

H
P

に
封
入
さ
れ

た
抗
原
は
経
鼻
投
与
後
にN

A
LT

を
含
め
た
鼻
腔
上
皮
細
胞
層
に
長
時
間
付

着
し
、
そ
の
直
下
に
存
在
す
る
免
疫
担
当
細
胞
に
徐
放
化
し
て
抗
原
を
送
達
し

た
。
実
際
、
肺
炎
球
菌
に
共
通
な
蛋
白
抗
原 （Pneum

ococcal surface protein 

A

：PspA

） 

をcC
H

P

に
封
入
し
た
「cC

H
P-PspA

」
を
作
製
し
、
マ
ウ
ス
と

サ
ル
に
経
鼻
免
疫
す
る
と
、
同
菌
に
よ
る
肺
炎
発
症
抑
制
効
果
の
あ
る
抗
原
特

異
的IgA

抗
体
とIgG

抗
体
が
誘
導
さ
れ
た
。

清
野
氏
の
研
究
は
、
歯
学
か
ら
始
ま
っ
た
「
粘
膜
免
疫
機
構
の
解
明
」
と
、

そ
れ
を
基
盤
に
し
た
「
粘
膜
ワ
ク
チ
ン
開
発
へ
の
応
用
」
に
あ
る
。
こ
の
間
、

同
氏
の
国
内
外
に
お
け
る
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
日
本
ワ
ク
チ
ン
学
会
理
事

長
、
日
本
免
疫
学
会
理
事
長
、
国
際
粘
膜
免
疫
学
会
理
事
長
、
腸
内
細
菌
学
会

理
事
長
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。
同
氏
は
、
一
貫
し
て
粘
膜
免
疫
研
究
を
進
め
、

学
問
領
域
の
創
生
と
研
究
の
潮
流
を
牽
引
し
応
用
研
究
も
進
め
て
お
り
、
そ
の

研
究
成
果
と
姿
勢
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
。
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な
論
文
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